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2017年度 第2四半期の
売上収益は、1,787億円となり、前年⽐ 259億円の増収となりました。
為替を除いた実質ベースでも、約10％の増収で、好調な四半期でした。

事業セグメント利益は、216億円となり、前年⽐ 71億円の⼤幅な増益となりました。
円安による押し上げが36億円と、半分は為替の影響によるものですが、産業機器が好調だったマシナリー事業が⼤
幅な増益となり、業績に⼤きく貢献しました。

営業利益は、円安の進展にともない、為替予約にかかる評価損が膨らみましたが、こちらも増益を確保できておりま
す。

四半期利益も増益となっております。
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次に、第2四半期の事業セグメント利益の増減分析です。

ご覧のように、売上増減と為替影響額が⼤きくプラスとなっており、それ以外の項⽬は⼤きな増減はありません。
売上増減65億のうちの７割程度は産業機器の増収によるものです。
マシナリーの詳細は後述します。
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次に、第2四半期業績のセグメントごとのまとめです。

説明は省略します。
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次に、第2四半期累計業績の説明です。

売上収益は、3,464億円となり、前年⽐ 361億円の増収です。
為替を除いた実質ベースでも、約８％の増収です。

事業セグメント利益は、391億円となり、前年⽐ 44億円の増益となりました。

産業機器が好調だったマシナリー事業が⼤幅な増益となったことに加え、円安に伴なう為替のプラス効果
も27億円ありました。

営業利益は、313億円となり、前年⽐ 49億円の減益となりました。
16年は為替の差益がプラスでしたが、17年は急激なユーロ⾼により為替差損が発⽣しました。

四半期利益も、同様に減益となっております。



6

次に、第2四半期累計の事業セグメント利益の増減分析です。

売上増減と為替影響額が⼤きくプラスとなっております。
価格変動の▲17億円は、⼤半がP&Sにおける、SMB向けテンダー案件の製品の価格対応によるものです。

販管費の増加14億ですが、P&Sは前年に⽐べ、販管費は減っています。
増加したのは、成⻑領域事業であるマシナリーとドミノ事業です。

開発費は、各事業とも前年に⽐べ増加しております。
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次に、第2四半期累計業績のセグメントごとのまとめです。

説明は省略します。
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つぎに、第２四半期累計における、各事業の状況です。

まずプリンティング・アンド・ソリューションズ事業です。８ページをご覧ください

通信プリンティング機器は、現地通貨ベースでは+2.2%の増収です。
内訳は、ハードがプラス11％、消耗品はマイナス4％となっています。
Q2および上期の消耗品の伸びがマイナスになったのは、欧州において、消耗品の値上げ前の駆け込み需要の影響で、
昨年上期およびQ2の売上が強かったことによる反動減の影響が⼤きいと⾒ております。

SOHO向けは、⽶国・⻄欧を中⼼に、グローバルで販売が好調でした。
SMB向けも、ハイエンドのカラーレーザー機を投⼊したほか、モノクロ機を中⼼に、MPSビジネスが順調
に拡⼤しております。
また、新興国においても、モノクロ機は⾮常に好調な状況が続いております。

インクジェット複合機についても、アジア・中南⽶を中⼼にタンクモデルは好調が続いており、前年⽐
＋20％で推移しました。

電⼦⽂具は、ほぼ前年並みの⽔準となりました。
特に⽇本では、スマホアプリでラベル編集をする「ピータッチキューブ」が好調でした。

次に、事業セグメント利益についてです。
約12億円の減益となりました。
在庫未実現利益の影響が約マイナス22億円あったことに加え、SMB領域拡⼤のための価格対応の影響がマイナス
16億円程度あったことで、減益となりました。

営業利益は、約100億円の減益となりました。
ユーロ⾼に伴い、為替予約の評価損が膨らんだことが要因です。



9

つぎに、パーソナル・アンド・ホーム事業です。9ページをご覧ください

現地通貨ベースで、マイナス4.2％の減収となりました。

欧州は、ロシアの底打ちもあり、堅調が続いておりますが、
⽶州の需要が振るわなかったことが要因です。

減収により、事業セグメント利益も、減益になりました。
営業利益は、P&Sど同様に、為替予約による評価損を計上したことで、ほぼゼロとなりました。
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つぎに、マシナリー事業です。10ページをご覧ください

事業全体では、40％強の増収、
特に産業機器は、IT関連の⼤⼝受注の効果もあり、80％近い増収となりました。

産機の売上内訳のイメージは、IT関連が約55％、⾃動⾞・⼀般機械などの安定向けが45％です。
なお、前期は、IT関連の⽐率が約40％程度でした。
IT関連の⼤⼝受注の効果が⼤きいのは事実ですが、⾃動⾞関連も前年⽐では30%を超える伸びで成⻑
しております。

次に、⼯業⽤ミシンですが、こちらも堅調に推移しました。
今期は中国向けは堅調が続いておりますが、アジア向けは、インド・ベトナムなどを中⼼に、需要が弱い状況
です。
また、⾐類に直接印字する「ガーメントプリンター」の新モデルを５年ぶりに発売しました。
ここまでのところ、受注は好調です。

⼯業⽤部品も、減速機・⻭⾞とも堅調が続いております。
ニッセイも昨⽇の決算発表で⾒通しを上⽅修正しております。
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つぎに、ネットワーク・アンド・コンテンツ事業です。11ページをご覧ください

売上、事業セグメント利益ともほぼ前年並みとなりました。
営業利益は、昨年あった構造改⾰費⽤がなくなりましたので、その分増益となっています。

この事業は、過去は業績がなかなか安定しない時期が⻑く続きましたが、
⾜下では、店舗事業の採算向上、機器販売からレンタル契約へのシフトなどにより、売上・利益とも
安定的な構造になりつつあります。
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つぎに、ドミノ事業です。12ページをご覧ください

売上・事業セグメント利益とも、安定的な拡⼤が続いております。
営業利益は、ポンド安に伴う評価損の影響もあり、前年並みの⽔準です。

C&M事業は、営業・サービス体制の強化により、グローバルで市場の成⻑を上回る成⻑を達成しています。
また、中国の上海近郊に建設したインクの新⼯場が、７⽉から稼働を開始しております。

デジタル印刷機分野も、営業・サービス体制の強化により、グローバルで受注台数が増加しており、
前年を25％以上上回る⽔準で推移しております。
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次に、今期の業績予想についてです。

今回、Q1に続き、通期の⾒通しを引き上げました。
売上収益は 7,000億
事業セグメント利益は 725億
営業利益は 660億
当期利益は 485億 となり、
IFRSベースではありますが、事業セグメント利益・営業利益の⽔準は、過去最⾼となる⾒通しです。

修正のポイントですが、主には、
・為替の前提レートの変更
・産業機器の⾒通し引き上げ
・P&S事業の利益⾒通しの引き上げ となります。

売上収益は、前回から200億円の引き上げです。
うち、為替が約90億円、産業機器が140億円、P&Hが約▲20億円、その他で▲10億円となります。

産業機器は、IT⼤⼝の受注獲得分、および受注⾒通し分の⼀部を織り込みました。

事業セグメント利益は、前回から65億円の引き上げとなります。
うち、為替が約40億円、P&S事業の利益⾒通し引き上げが約10億円、マシナリーの引き上げが約30億円、
P&Hの引き下げが約▲10億円となります。

P&Sについては、製品の販売が好調なことに加え、「業務の効率化」の進展に伴い、経費削減も順調に進んでいる
ことを踏まえ、利益⾒通しを引き上げております。

P&Hは、⽶州での需要減を考慮し、⾒通しを引き下げております。
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次に、通期業績予想のセグメントごとのまとめです。

説明は省略します。

私からの説明は以上となります。
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<通信・プリンティング機器の本体・消耗品別の対前年売上伸び率（為替を除く）の内訳>

Q2 上期 通期

本体 ＋12％ +11% +6%

消耗品 ▲7% ▲4% ▲1%

<通信・プリンティング機器の印字カテゴリー別の対前年売上伸び率（為替を除く）の内訳>

Q2 上期 通期

インクジェット フラット 約+1% 約▲1%

レーザー 約+1% 約+2% 約+3%

<通信・プリンティング機器の売上収益に占める消耗品⽐率>

Q2 上期 通期

消耗品⽐率 57％ 57% 58%
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